会　　議　　録

１　会議名　　　第２回「（仮）三好町自治基本条例」策定ネットワーク会議
２　日　時　　　平成１８年１２月２２日（金）

　　　　　　　　午後３時００分から午後４時３０分まで

３　場　所　　　三好町役場　西館４階４０２会議室
４　出席者　　　
（１）策定委員　　　
委員長：久野知英（町長）

副委員長：鳥居鐐一（商工会代表）

委　員：佐宗正行（公募町民）　　　　小嶋鋼治（民生児童委員代表）
田中朋子（公募町民）　　　　三井敬子（女性団体代表）
杉浦優子（公募町民）　　　　中田稔大（青年会議所代表）
鈴木仁恵（公募町民）　　　　新谷千晶（ＮＰＯ法人代表）
伊藤邦洋（区長会代表）　　　天石惇郎（国際交流協会代表）
林勝夫（区長会代表）　　　　加藤俊直（教育委員会代表）
竹中彌壽雄（区長会代表）　　冨田義親（行政代表）〔代理出席〕
小出敬剛（区長会代表）　　　廣瀨正己（行政代表）
［欠席：久野韶光（農業委員会代表）・神田友美（公募町民）］
　（２）事務局職員
　　　　　　　　小栗総務部長　　　　　　　　山田課長補佐
中河総務次長　　　　　　　　加藤主査
柳川総務課長　　　　　　　　一野主事
５　会議公開の可否　　　公開　／　傍聴人数　４人
６　会議経過

（１）委員長あいさつ

・本日の会議への出席お礼。
・平成１８年第４回三好町議会定例会が、１２月８日に開会し、本日閉会された。

・条例制定をはじめ補正予算等の議案を３６議案提出し、いずれも原案どおり可決いただいた。

・議案が多く、この会議の開催時間を１時30分から３時に変更させていただいた。ご理解をいただきたい。
・第１回目は、自治基本条例策定にあたっての基本的な考え方や先進市町の条例を紹介させていただいた。

・本日の会議は、具体的に条例の内容について検討いただく。

・忌憚のないご意見をいただきたい。
　（２）審議

【委員長】　　議題１の『条例策定についての留意点について』、事務局の説明をお願いします。

【柳川課長】　まずは、次第をおめくりいただいて１ページをご覧ください。第1回目のネットワーク会議におきましては、自治基本条例について、策定に当たっての基本的な整理と考え方について説明をさせていただきました。

今後の会議の進め方として、具体的に条例案を検討することになりますが、以下の事項に留意して検討していきたいと考えております。若干、第１回と重複する部分はありますが説明させていただきます。
一つ目に、今なぜ、自治基本条例が必要なのか

二つ目に、自治基本条例ができるとどう変わるのか

三つ目に、盛り込む項目と内容及びその考え方

この3点について留意し、町民との協働を踏まえ、三好町が目指す自治のあり方について協議・検討を行い、条例案の策定を行っていきたいと考えております。

一つ目の「今なぜ、自治基本条例が必要なのか」についてですが、自治基本条例は、第１に、地方分権に対応するために必要と考えております。地方分権型社会が進む中、身近な問題は身近な地域で考え、自己決定・自己責任に基づく自らの改革を進めていく努力が求められております。特に、本町は単独でのまちづくりを選択し、自らの責任と判断で地域の特性を活かしたまちづくりを進めることになり、そのための基本原理や行政の基本ルールなどを定めることが必要になってまいりました。
第２に、多様な地域課題に対応するために必要と考えております。三好町の原型は農村地帯でありましたが、町制施行以後、高度経済成長の波に乗り、県営住宅の進出、民間事業者や区画整理事業などの住宅開発により人口が著しく増加してまいりました。
また、工場誘致条例が施行された以降、自動車関連企業等の進出により、財政基盤が確立され、現在の三好町が形成されてきました。旧来の行政区と新しく誕生した行政区が、人口規模や地区施設配置などに較差がひろがり、旧来の行政区の歴史や地域性にあわせた行政手法が、新しく誕生した行政区に対して等しく行うことが困難になってきた現状を踏まえ、地域自治の新しい枠組みが必要となってまいりました。

第３に、協働のまちづくりを推進するために必要と考えております。多発する交通事故や犯罪防止に向けた地域での自主防犯グループの活動や、心配される東海地震・南海地震・東南海地震などの災害に対する自主防災組織の活動が行われています。また、環境美化や青少年の健全育成、少子高齢化に伴う子育て支援活動や介護支援などのボランティア活動・ＮＰＯ活動など、新たな地域自治を協働して進めることが必要であると考えております。こうした行政と町民との「協働」のしくみや基本となるルールを定めることが必要となってまいりました。

二つ目の「自治基本条例ができるとどう変わるのか」ですが、自治基本条例を制定した後、三好町がどのように変わっていくのか、まちづくりにどのように寄与するのか。このことを予測することは、大変難しいことではありますが、これから、条文を提案させていただくなかで、委員の皆さんと一緒に考えてまいりたいと思っております。先進地の例をとって考えてみますと、①地域自治の活発化・②町民の自治に対する関心の高まり・③行政側の意識改革などが効果として考えられます。

①の地域自治の活発化についてでありますが、これから、具体的に検討していくことになりますが、「住民自治のしくみ」などを盛り込み、地域の自治の機運を高め、地域づくりの実践が行われることにより、地域自治の活発化につながるものと考えられます。

　　　　　　　　　②の住民の自治に対する関心の高まりについてでありますが、町民も活用できるようにつくられる条例でありますから、町民が町政に参加しやすい内容に工夫し、まちづくりに積極的に参加できるしくみを明文化することにより、町民の自治に対する関心が高まることが期待できます。

　　　　　　　　　③行政側の意識改革についてでありますが、三好町では、これまでにも行政改革や職員の意識改革に努めてきましたが、本条例が制定されることにより、町民との協働、住民参加の自治のあり方をより意識することになります。また、職員は全体の奉仕者として誠実かつ公正に職務遂行に専念することがさらに求められることになります。

三つ目の「盛り込む項目と内容及びその考え方」ですが、本条例に盛り込む内容につきましては、「(仮)三好町自治基本条例」策定の基本的な考え方でも説明をさせていただきましたが、まちづくりの基本原理や行政の基本ルールなどを定め、三好町の最高法規として位置づけていくものです。そして、自治の仕組みや、まちづくりの基本原則を具体的に規定していきたいと考えております。

具体的に規定する項目、ボリューム等については、決まった定義はありませんが、素案として提案していく項目について、三好町の現状分析をしながら、検討していきたいと考えております。また、検討する中で、新たに必要な項目や不必要な項目があれば、委員の皆さんの合意の中で定めていきたいと考えております。

　　　　　　　　　以上、留意点について説明させていただきました。
【委員長】　　ただ今、事務局より説明がありましたが、このことに関してご質問やご意見がありましたらお願いします。
【佐宗委員】　協働の意味がはっきりしないように思います。共に働くと書く共働など字を使い分けるケースがあります。ここでいう協働をする対象を具体的に説明してほしいと思います。

【柳川課長】　素案を策定していく中で協働という言葉が出てまいります。協働につきましては、条例素案の第３条で「町民、町議会及び執行機関が、共通の目的を実現するために共有する領域において、対等の立場で相互に力を合わせて協力することをいいます。」と定義しております。多様化する地域の問題や住民ニーズに対しまして町議会や執行機関だけでは取り組むことが困難な状況で町民を含めた三者で協働することが自治を推進する上で不可欠な要素になると考えております。お互いの共通の目的に向かってそれぞれの立場でやれることはやっていこうと、また三者が力を合わせてやっていかなければならないところについては一緒にやっていこうというように考えています。

【新谷委員】　今、「協働のまちづくり」という言葉が流行り言葉みたいに出てきていますが、どういう協働を成立させてどういうまちを作っていくかをこの会議で話し合って今から作っていくのだと思っています。事務局から紹介された協働の定義は県が考えている協働の定義のことで、協働と一口に言ってもいろいろな段階があります。その段階をどのようにして捉えて、三好町としてはどういう協働のあり方を町民と一緒に作っていくのかということをここで議論すると思いますので今は暫定的に県の定義をおいていますが、ここでの議論を踏まえて最終的に三好町の自治基本条例に盛り込む「協働」をこの会議が発信できればと思っています。
【天石委員】　町民といえばこの地域に根ざして住んでいる人を思い浮かべるのですが、今や町は人口の３％が外国人の居住者で、学生もいます。彼らが住民票を移しているかいないかに関わらず彼らは町で生活されています。この人たちをどう考えていくのか、この人たちの希望をどう入れていくのかということも併せて考えてほしいと思います。
【柳川課長】　町民という言葉についての考え方を述べますと、今まで三好町の町民

　　　　　　　　といいますと、在住、在勤又は在学という方だけを町民という定義で捉えておりましたが、この自治基本条例の中では、「町内に居住し、通勤し、又は通学する個人及び町内において事業若しくは活動を行う個人又は法人その他の団体をいいます。」という文言になっております。考え方といたしましては、三好町に住んでいなくても住民に限らず活動団体等も含めて幅広く定義しております。もちろん外国籍の方も町民の中に定義させていただきたいと考えております。
【委員長】　　基本的には各章に入りますと細部にわたって検討することになります。今は議題１の基本点について説明したわけです。先程のようにこれから各条項の中で掘り下げる部分が出てくると思います。また、欠けている部分がやっていく中で出てくるかもしれませんが、その都度、追加していただければと思います。
【田中委員】　多様な職域や地域課題に対応するために各代表の方が出ておられますので、問題点とか課題を聞いていくと作りやすいかと思います。一人一人から聞けば盛り込む中に必要なものが見えてくると思います。
【委員長】　　各個人からではなく、盛り込んでいく中でこのようなことがあればということで発言をいただきたいと思います。
【伊藤委員】　ただ今、意見として多様なとか協働もしくは自治区のあり方についても各委員さんからそれぞれの意見を出してもらうということではありますが、収集がつかなくなり時間がかかると思います。従って、当局が多様なとか協働とかについて現在考えている課題を示してほしいと思います。それからいついつまでには各委員さんのこの部分に対する考え方があれば出してというように次回にまとめてやらないと、この会議はなかなか進まないと思います。皆さんの意見を聞くことは大事なことですが、当局として具体的にこういう問題であるというように提案していただかないとわからない部分がありますし、意見が出やすいと思います。
【委員長】　　事前に先進自治体の条例を配布させていただいたものの、進め方については難しい面が当然あると思います。その中で委員の方々から進め方についての発言があった訳ですが、他にご意見等がありましたらお願いします。

【杉浦委員】　住民自治とか自治基本条例という言葉は、三好のことは三好町が決めるということだと理解しています。私は町民の代表ということですが、自分がわかっている範囲のことしか言えません。ですから、もっと多くの町民の方の意見を聞きたいと思います。この場では委員さんの意見ということですが、私は普段の生活の中で回りの人たちに声をかけていくことが大事ではないかと思っています。

それから先程説明のありました「町民の自治に対する関心の高まり」についてですが、条例ができてからではなく、条例を策定する過程で意識を高めていく方が高まると思います。また、関心を広めていくためにもこういう会議をやっているという情報を徹底的に公開していくことも大事ではないかと思います。
【柳川課長】　杉浦委員さんのご意見は前回も若干触れていただいているところだと思いますが、当然その通りだと私も思っております。第１回目の会議の会議録につきましてもホームページで公開させていただいておりますし、これからの会議につきましてもその都度ホームページで公開させていただきます。また、ある時期が参りましたらパブリックコメントとは別に、それよりももっと前の段階で自治基本条例についての何らかの記事を広報に掲載しながら皆さんに自由な意見をもらうようなことも検討しております。そして、各委員さんの立場においてそれぞれの団体の中でも声をかけていただいてこの自治基本条例についての関心を高めていただくことが大事であると思いますのでそれぞれの立場でよろしくお願いします。
【委員長】　　今回の策定については取っ掛かりが難しいものですが、次の段階では「（仮）三好町自治基本条例」素案の叩き台をお出しして意見を伺うことになっております。例えば、この素案に入っていくことがまだ早いのか、事前にもっと話し合うべきなのか、それとも素案を説明させていただいてそこの中で足りない部分を補ったり深く掘り下げていったりするのかということについて、皆さんはどうお考えでしょうか。
【伊藤委員】　広く町民の皆さんに理解していただくためにはこの素案の中身に何があるのかが重要だと思います。ただ、素案が出ないことにはそこの審議ができないだろうと思います。先程も出ました協働等の言葉は、それだけでは漠然としてわかりません。何を町民と協働してやっていきたいのか、町民に何を求めているのかわかりません。当局から具体的な考えを出していただいて、それに対して町民側の意見として委員の意見を出していけばいいと思います。
【委員長】　　伊藤委員さんから提案をいただきましたが、この提案についてご賛同いただいてよろしいでしょうか。

【全員】　　　≪賛同≫

【委員長】　　ありがとうございます。それでは、素案の説明をさせていただきたいと思います。前回の時に他市町村の条例構成比較表をお配りしましたが、少ないところで１３条、多いところで５７条立てになっております。今回は２１条立ての素案を作らせていただきました。説明させていただいた後にご意見をいただきたいと思います。それでは、事務局から説明をお願いします。
【事務局】　　では、素案を説明させていただきたいと思います。素案として提案させていただきましたものは、大きく６章に分かれております。そして、それぞれの項目毎に分けまして全体では２１条とさせていただきました。進め方といたしましては本日、全体の概要を説明させていただきまして、できれば第1章までご検討いただきたいと思います。それから先程、伊藤委員さんが提案されましたように、条文を説明していく中で各文言について具体的な内容を説明していかなければなりませんし、三好町の現状を分析しながら素案を作っていかなければならないと考えております。
　　　　　　　　それでは前文といたしまして、「私たち町民、町議会及び町長は、これまでそれぞれの立場でまちづくりの理想を追求し、地域社会の発展に努めてきました。２１世紀を迎えた今日、多様で個性豊かな地域社会を実現していくためには、自治の担い手である私たちが、英知を結集し、役割を分担し、それぞれの責任を果たし、そして協力していかなければなりません。このような協働によるまちづくりこそが、私たちのまち「三好らしさ」を未来へと伝え、先人から受け継いできた文化や伝統を次世代に引き継ぎ、美しい自然を守り、地域の活力を高めることにつながると私たちは信じています。　ここに私たちは、三好町のめざす住民自治の理念や基本的なしくみを明らかにし、住民の参画と協働によるまちづくりを進めるために、この条例を制定します。」と規定いたしました。ここでは、自治基本条例の性格を述べさせていただいております。

次に、第１章総則といたしまして第１条ではこの条例の目的を述べさせていただいております。地方自治の本旨に基づき自立した地域社会を築くことを目的としております。第２条では条例の位置付けを定めております。三好町でも様々な個別条例がありますが、この自治基本条例は最高規範になります。この条例が制定されれば既存条例や今後制定される条例と整合性を図るというものでございます。第３条では町民・執行機関・協働について定義をさせていただいております。第４条ではこの条例の基本理念を定めております。皆さんもよくご存知のように、ここでは三好町民憲章の条文をそのまま理念として掲げさせていただいております。他市町村の自治基本条例の中にはこういった市民憲章あるいは町民憲章の精神を取り入れて作っているところはないと思われます。前回も町民憲章のことについてご質問をいただきましたが、やはり三好町には町民憲章がございますのでその精神に基づいて自治基本条例を作らなければならないと考え、理念とさせていただきました。
次に、第２章では町民について定めております。第５条では町民の権利としまして、「快適な環境において安全で安心な生活を営む権利、執行機関が行う政策の立案、実行及び評価に参加する権利町議会及び執行機関が保有する情報を知る権利、執行機関が行う行政サービスを受ける権利」を定めております。第６条では第５条の町民の権利に対して町民の責務について規定しております。「１項として自治の主権者であることを自覚し、互いに尊重し、協力して、自治を推進するものとします。２項として政策立案等の参加においては、自らの発言と行動に責任を持つものとします。行政サービスに伴う負担を分任するものとします。」と定めております。
次に、第３章では町議会について定めております。第７条では町議会の責務ということで、「１項として町民の意思を代表し、合議制の意思決定機関として、民主的な町政の発展に寄与し、自治を推進します。２項として保有する個人情報を保護し、その他保有する情報を原則として公開します。」と規定させていただいております。
次に、第４章では町長について規定させていただいております。第９条では町長の責務として、「１項として町民主体の自治を推進します。２項として政策立案等が第４条に定める基本理念に従い推進されるよう調整します。３項として効率的かつ効果的な行政運営及び町職員の能力向上に努めます。」と規定しております。第１０条では町職員の責務として、「１項として町民全体の奉仕者として、誠実かつ公正に職務の遂行に努めます。２項として職務の遂行に必要な専門的な知識の習得及び技能等の向上に努めます。」と規定しております。
次に、第５章では行政運営について定めております。第１１条では総合計画について定めております。現在は第６次総合計画の策定にかかっているところですが、「第４条の基本理念に基づき、総合計画（総合的かつ計画的な行政運営を図るための基本構想及びこれを具体化するための計画をいう。）を策定します。」と規定しております。第１２条では運営原則につきまして、「１項として行政サービスの向上のため、社会情勢の変化に的確に対応し、総合的かつ計画的な行政運営を行います。２項として公正で透明性の高い開かれた行政運営を行います。３項として政策立案等において町民の参加を推進します。」と規定しております。第１３条では組織につきまして、「町民にわかりやすく、効率的かつ機能的なものとします。」と規定しております。１９年度には町長の政策を町民の皆さんにわかりやすくするということで機構改革を行っていくものであります。第１４条では行政評価につきまして、「執行機関は客観的に施策、事務事業等を評価し、その結果を公表します。」と規定しております。すでに職員につきましては取り掛かっておりまして次年度より公表することになっております。第１５条では説明責任につきまして、「１項として執行機関は政策立案等について情報の提供に努め、町民にわかりやすく説明します。２項として町民の意見、要望、提案等に対して、迅速かつ的確に対応します。」と規定しております。第１６条では情報公開につきまして、「１項として執行機関はその保有する情報を原則として公開します。２項として前項の規定による情報の公開に関し必要な事項は、別に条例で定めます。」と規定しております。すでに本町では情報公開条例を定めております。第１７条では個人情報の保護につきまして、「１項として町長は個人情報の保護の推進のため、個人情報を取り扱うものに対し、啓発等に努めます。２項として執行機関は保有する個人情報を保護します。３項として前２項に規定する個人情報の保護に関し必要な事項は、別に条例で定めます。」と規定しております。これもまた本町では個人情報保護条例として定めております。
次に、第６章では参加尾及び協働について定めております。ここのところで他市町村でいろいろと特徴が出ていると理解しております。第１８条では住民投票につきまして、「１項として町長は、町政に係る重要事項について、住民の意思を町政に反映するため、事案ごとに条例で定めるところにより、住民投票を実施することができます。２項として町民、町議会及び町長は、住民投票の結果を尊重するものとします。」と規定しております。第１９条では協働の推進につきまして、「町は、町民の自主的な活動を尊重し、協働によるまちづくりを推進するものとします。」と規定しております。第２０条では地域自治区の設置につきまして、「１項として町は、町長の権限に属する事務の一部を分掌させ、住民の意見を反映させつつ、これを処理させるため、地域自治区を設置します。２項として前項の規定による地域自治区の設置に関し必要な事項は、別に条例で定めます。」と規定しております。ここは議論の対象になるところだと思います。自治基本条例を制定したからといって直ちに地域自治区を設置できるというものではありません。地域自治区を設置するためには個別条例が必要となります。第２１条では他の自治体との連携につきまして、「町は、共通する課題を解決するため、他の自治体と相互に連携し、協力するよう努めます。」と規定しております。単独のまちづくりとは言うものの、隣接する他市町との広域的な連携は当然必要となります。以上、大まかにではありますが、２１条にわたって説明をさせていただきました。
【委員長】　　ただ今、６章２１条にわたって素案を説明させていただきました。前回お配りしました比較表にある他市町では、章なしのところもあれば１５章のところもあります。本町ではまず６章２１条で素案を作らせていただきました。最終的には変わることもあるかもしれませんが、まずはこの６章立てでもって進めさせていただくことについて、どこか欠けているところがあるとか、ここは不要ではないかというようなご意見や他のことでも構いませんが何かありましたらご発言ください。
【天石委員】　町民という言葉についてお聞きしたいのですが、前文の最初に「私たち町民」とあり、最後のほうに「住民の参画」とあります。町民と住民とは何が違うのかがわかりません。先程、町民についてお聞きしましたが、住民票を移していない短期滞在者でも外国籍でも学生でもよいとおっしゃられました。しかし、条文を見てみますと、町民は自治の主権者とあり、様々な権利が書かれています。町民と住民をどのように定義しているのか、なぜ分けているのか、また先程の説明では町民に含まれると言われました短期滞在者も主権者となりここに書かれている権利の対象となるのでしょうか。論議に入る前に対象を確認しておきたいと思います。
【柳川課長】　我々は町民を対象としていくわけですが、町民といいながら住民票のない方も含めております。しかし、法的には権利がないということが起きてしまいます。そこのところも含めまして事務局で再度整理させていただきたいと思います。
【小栗部長】　住民という文言は行政法の地方自治の本旨から来ているもので、そこには団体自治と住民自治があります。ここで住民という言葉を使っているわけですが、町民と住民についてどちらを用いていくのか、一度事務局側で整理しまして言葉の統一をさせていきたいと思います。
【天石委員】　住民の権利には法的なものもあると思いますが、それならばそういう人たちだけと対象とするのでしょうか。また、全部を合体させて町民とできるのでしょうか。
【委員長】　　町民には短期滞在者も入るのですね。
【小栗部長】　はい、入ります。
【田中委員】　第１８条住民投票の住民はどうでしょうか。
【柳川課長】　第１８条の住民投票につきましては制限されることになります。これも案件毎に個別条例をその都度定めていきます。ただし、対象は年齢等で制限しますので、違うものになります。
【田中委員】　条例そのものをよく知りませんので私には難しいです。今から勉強しなくてはと思っています。

【杉浦委員】　参画と参加という言葉が出てきますが、これら言葉の定義を教えていただきたい。また、どちらかに統一するということをあるのでしょうか。
【柳川課長】　参画と参加では意味が違います。本日、皆さんには会議に参画していただいているわけですが、ここのところはもう一度整理させていただきたいと思います。

【加藤委員】　素案におきまして、第２章町民・第３章町議会・第４章町長となっていますが、第３条の定義のところでは執行機関の中に町長等が入っておりますし、第３項でも町民、町議会及び執行機関とあります。この流れからいきますと、町民・町議会・執行機関となるのが自然かと思います。他市町では大和市が素案と同様な形になっていますが、三鷹市や豊田市は、市民・市議会・執行機関となっており、執行機関の中に市長等を明記して責任と立場を改めてうたっていますが、そのような成り立ちの方が自然かと思います。大和市の条例を見ていたときにどうもしっくり来なかったわけですが、もしかすると執行機関という文言を使うと皆さんにわかりにくいということでやられたかもしれませんが、一度検討していただきたいと思います。それともう一つですが、全体の流れの中で協働と地域自治区ということが大きな目玉になると思います。しかし、協働については第１９条でさらっと書いてあります。他市町でも具体的に書かれているところあります。この会議で中身も考えていけたらと思います。
【小栗部長】　流れにつきましては皆さんのご意見も伺いましてまとめていきたいと思います。１９・２０条につきましては法的関係がございます。関連する法律等を提示いたしますのでよろしくお願いします。
【加藤委員】　地域自治区の将来の方向性がこの会議で打ち出せたらと思います。
【柳川課長】　先程、説明させていただきましたように細かい一つ一つの条文についてはゆっくりと時間をかけて説明していきたいと思います。例えば第１９条ですが、条文にするとこのように簡単に文言になりますが、具体的な意味もこれから説明していきたいと思います。また、地域自治区についてですが、この会議のメンバーでもあります区長会の代表４名の方にも参加いただいておりますが、１７・１８年度で行政区あり方について検討してまいりました。まだ、結論に至ってないわけですが、三好町の長い歴史の中で２５の行政区があり、人口の規模や面積、運営の仕方も様々であります。公共施設の配置の仕方についても旧来の行政区のときにはできたことが今はだんだんとできなくなってきています。これからは違う枠組みの中でやっていけないかと行政区あり方検討委員会で提案させていただいているわけですが、その枠組みについても検討中でありまして、またそうすることでどうなっていくのかも示しておりません。この条文に入るときには改めて提案できるように三好の歴史を踏まえて分析しながら検討していきたいと思います。
【鳥居副委員長】この条例の策定に参加させていただいて条文を見させていただいたのですが、全６章ありますので１章からどういう意味なのかをやっていっていただきたいと思います。町民は５万５千人おりますが、企業に通っている方もいます。この条例は三好町の憲法になりますので１条ずつ検討していただきたいと思っております。時間をかけて検討してもいいと思います。
【委員長】　　一番最初にもお話したことになりますが、さしあたって６章という章立てでご理解がいただければ１章から順々にいきたいと思いますが、いかがでしょうか。
【伊藤委員】　１回目は総論としてそれぞれの意見を出し合ってもらって次回からは１章ずつなら１章ずつということでいいと思いますが、今日の意見を当局ができるところは取りまとめをしていくことを基としてから、１章毎に細部に入っていく方がいいと思います。疑問点があればまず言った方がいいと思います。それに対しては聞いた中で当局が対応していけると思います。これをやらないと次の章に進んだときにまたスタートラインに戻ってしまうのではないかと思います。
それともう一つですが、責務の中で町長のところに問題があると思います。町長は執行機関の最高責任者なので第９条第２項の文言は気に入りません。町長は行司ではありません。町民には自己の発言と行動に責任を持つこと等を求め、町議員には誠実に職務を遂行する等を求めていますが、町長についてはこのままでは行司役でしかありません。このあたりをしっかりしないと町民がついてこないと思います。
【委員長】　　先程１章ずつと言いましたが、このまま進んでは上っ面だけになりそうですので、今日は思いついたことを言っていただきまして、その意見を参考にしつつ次の段階でも意見をいただきながら１章ずつ進めていきたいと思います。
【林委員】　　単独のまちづくりということを地方分権の中で言われましたが、それぞれの他の条例等も含めまして自治基本条例に基づいて財政的なものを伴うのか、議会との関係があるので全く別なのか、実際には国からの金もなく市町村が単独で何もかも自分でやっていかなくてはならないのかというような基本的な部分がわかりませんので説明していただきたいと思います。
【柳川課長】　この自治基本条例があってもなくてもまちづくりというのはできます。地方分権では地方の自治体でやれることはやるという権限委譲という形で行って来ております。それは国や県の補助制度とは別のものと理解しております。
【杉浦委員】　すでにタイムスケジュールは決定していますが、やはり丁寧に検討していただきたいと思います。１０日前には資料をいただきましたので簡単に他市町の条例について目を通しました。その印象ですが、三好町の条例の素案はやさしい言葉だと思います。柔らかいということですが、他の市町を見てみますと責務のあたりではわりと厳しい表現が使ってあります。それがどちらがいいのかわかりませんが、あまりやさしすぎるのもどうかと私は思います。
【柳川課長】　この表現の仕方については庁内の検討委員会で議論しました。その中で町民と一緒に作るということで表現については分かりやすく、また活用しやすいということで「ですます調」で作ってあります。

【杉浦委員】　時には厳しい表現も入れるべきだと思います。また、他市町では見直しの条文が入っているところがありましたが、素案に入っていなかったと思います。オンブズマン等の外からの評価も必要ではないかと思います。また、パブリックコメントの項目も入れた方がいいのではないかと思います。パブリックコメントを出しても一方的な意見になってしまい町からの答えが戻ってこないと思います。そのあたりも考えることがで　きればと思います。
【委員長】　　そのことはご意見として伺いましてこれから考えていきたいと思います。
【田中委員】　私も杉浦委員と同意見です。パブリックコメントやオンブズマンについては三鷹市が入っています。
【小栗部長】　そのことにつきましては例えば情報公開条例等の関連条例がありますので、次回あるいはタイムリーなときに関連する条例を提示させていただきたいと思います。
【田中委員】　では次回にお願いします。

【鈴木委員】　前文に「多様な地域社会」とか」「三好らしさ」とかがあります。これらの個性を表現できるテーマとかイメージを具体的に出していただけるとわかりやすいと思います。条例を考えていく上でどんなイメージで盛り込んでいったらいいのかというように自分の中での基盤にしたいと思います。

【小栗部長】　なぜ「三好らしさ」という言葉を使ったかといいますと、例えば男らしさや女らしさは時代によって変化します。しかし、男や女ということは変わりません。三好は三好であります。しかし、らしさは時代によって変化するものということでこの言葉を使ったわけであります。
【委員長】　　ただ今ご質問いただいたことについて、わかりにくかった面は否めなかったわけですが、これからやっていく中でこういったことが三好らしさということを出していただければと思います。
【佐宗委員】　先程、関連条例が結構あるとお聞きしましたが、素案の２１条のもとでどれくらいあるのか、次回までに出していただけたらと思います。
【柳川課長】　次回に提案させていただきます。また、前回にこれのお話したときに少し触れさせていただきましたが、例えば個人情報保護条例とか情報公開条例、パブリックコメント手続条例、土地利用条例、環境基本条例、付属機関の公開に関する基準等が自治基本条例に関連しており、拾い出しをして提示していきたいと思います。
【佐宗委員】　その条例が第何条のところに入るということまで分けていただけるとわかりやすいのでよろしくお願いします。
【杉浦委員】　第４条の基本理念は昭和５０年制定の町民憲章に基づいているとのことですが、もちろんその当時ことできちんと考えられたと思いますが、現在の三好町に合うのかを検討していただきたいと思います。
【委員長】　　質問いただいたことを整理してまた皆さん方に考え方を伺いたいと思います。
【伊藤委員】　どこの市町も住民投票の条項があります。個々の案件については個別条例を作って議会で審議いただくことになると思います。このあたりは中身を相当吟味してやっていかないと混乱を招くのではないかと思います。基本的なことはこれでいいかもしれないが、実際のことに入っていくと何を想定できる項目があるのか、何でもかんでもというと混乱します。それから地域自治区については条例の中でまた検討していくとの当局の答弁ですが、これについては区長会の中でも意見が分かれております。私の個人的な意見も含めて当局の考え方とのズレ等を時期を見てまとめていきたいと思います。ただし、これが公表できるのかどうか、今年の区長会ではまとまらないだろうと思います。それぞれの意見や地域の立場、新旧の考え方のぶつかり合いがあると思います。条例制定の過程で町内部や議会で審議があると思いますが、当然地域にもこういう内容については説明があって然るべきだと思いますのでよろしくお願いします。
【柳川課長】　伊藤委員さんのおっしゃるとおりで、最終的には自治基本条例の制定には議会の議決が必要となります。中間的には議会のほうにも事前の情報提供という形でお話をしていきます。皆さんに努力いただいて作ったものが否決されては何にもなりません。議会とも調整しながら最終的にはご理解いただけるようにしていきたいと思います。
【伊藤委員】　総論よりもここから先に進んだときの各論が一番重要になってくると思います。ここでは大枠の話で、こうあるといいなという程度の条文になると思います。いろんな分野でも各論に入っていくときが重要であり、各論で物事が動くものです。各論が問題となると思います。
【委員長】　　伊藤委員さんのおっしゃるとおりで、総論はよくても各論でしっかりということでありますし、素案を出させていただきましたが整合性を図っていかなければなりません。作ったはいいが全く骨抜きになっては意味がありません。議会の方々のご理解を得た上で最終的なものを作らなければなりません。事務局も注意してやってほしいと思います。
【新谷委員】　これからの運営に関して要望ですが、今回も出てきましたが協働もまちづくりもよく使われる言葉ではあるのですが、その内容は整理されていなかったり共有化されていなかったりしていると思います。議論に入る前にこの条例で考えていく言葉の整理と共有を最低限していかないと議論が戻ってしまうということが起こると思いますのでそこのところを事務局で検討していただきたいと思います。それと会議の中で報告として確認すればいい部分とここで検討してある程度結論を出さなければならない部分というように事柄を整理していただいて、報告と議論を分けていただいた方が私たちの一回ずつの会議を進展させていくものだと思います。前後して大変恐縮ですが、一番最初に提案のあった留意点について一つ抜けていたと感じられたのは、検討方法についての留意点についてで、ここで確認ができたらと思います。一つ目は言葉についての定義と共有、二つ目は情報を公開するということであって、三つ目に町民意見の集約をするという検討に向けての留意点が確認できればいろんな意見が進んでいくのではないかと思いました。
【委員長】　　これで総論が終わって次の各論に入るわけではありませんので、今日ご意見・議論いただいた部分を参考にしていただいて次のときにまたご発言ください。ご注意いただいた点は事務局でしっかりと留意しながら最初の段階で説明すべきことは説明しながら次の段階に入っていけたらわかりやすいと思います。
　　　　　　　　　何か他にありましたらお願いします。
【全員】　　　（一同なし）
【委員長】　　慎重に審議・貴重なご意見をいただいたわけですが、これをこれからの会議に反映させていただきたいと思います。
（３）その他　　

第３回「（仮）三好町自治基本条例」策定ネットワーク会議について
　　　　　ア　日時　　平成１９年２月２３日（金）

　　　　　イ　場所　　三好町役場西館４階４０２会議室
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